
 

                                            記 Ｕ 

○バードウォッチング入門  

１．日時：２０２３．１１．１１（土）      ９：５０～１２：００           天気 曇り      

２．リーダー：Ｕ、Ｏ、Ｔ             ききみみメンバー：2名 

３．参加者数：大人 ９名  子供 ２名                                    対象者：小学生以上 

４．ねらい：バードウォッチングを通して自然の楽しさや大切さを感じてもらう。 

５．活動場所：多目的ルーム～ベランダ～芝生広場～水飲み広場～管理道～貯水池～センター   

６．活動内容： バードウォッチングのマナー、双眼鏡の使い方や図鑑の使い方を勉強し、野外に出て実際に野鳥 

       を観察してもらう。          

時間・場所       内            容 

９：５０ 

多目的ルーム 

 

 

 

 

 

 

 

１０：２０ 

ベランダ 

芝生広場 

水飲み広場 

１１：００ 

貯水池沿い 

       

 

 

  

 

１２：００ 

センター 

・自己紹介と活動の流れ 

・マナーや双眼鏡の使い方について説明。鳥の模型（内側と外側）にピントを合わせる。 

・ものさしどりを覚えておくと便利！ 

〇コゲラの生態 

・図鑑で確認～雌雄の違い：後頭部の赤い羽やＣ（コール：個体同士の合図、警戒）、Ｄ（ド

ラミング：連続音で存在をアピール）の意味を知らせる。 

・鳴き声タッチペンで、Ｃ･Ｄの音を聞く。 

・実際の巣穴を観察：ねぐら、子育てに使う。 

・漢字ドリル：食べ物、長い舌～キツツキはながいしたで、   

〇野鳥観察   

・ベランダでは双眼鏡の使い方の練習とヒヨドリを確認した。 

・ヒヨドリの波状飛行、ホオジロを確認。 

・水飲み広場では嬉しいことにジョウビタキ、シジュウカラ、コゲラ等を見る事ができた。 

・貯水池沿いではナポレオンハットのヨシガモを確認。 

・顔が巴模様のトモエガモを確認したがフイルドスコープに合わせてあげられず少し残念。 

・その他アオジの声を確認できた。 

〇鳥合わせ     

【水辺の鳥】キンクロハジロ、ホシハジロ、ヒドリガモ、トモエガモ、マガモ、ヨシガモ、オ

オバン、ハジロカイツブリ、カワウ 

【山野の鳥】ヤマガラ、メジロ、シジュウカラ コゲラ ヒヨドリ、ハシブトガラス、アオジ

（声）、ジョウビタキ、キジバト（声）            全１８種 

・アンケート依頼 解散 

 

ミニガイド報告 

虫 や木のみをたべる。 

 


